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　 α ude 　drugs，‘5Diding ”

s　available 　 in　Taiwan　and 　 Continental　 Chinosc　 markets 　are 　derived
from　Polygala　sp ，ぐ

5Zhuyediding ”
），
　Osbeckia　sp．　 C

‘Zhididingっ and （］olッdalis　sp ．（
も
Diding ”

oピ
‘
Kudiding

’
りas　well　as 仕om 　 Vio’α spp ．　and 　Gent’ana 　sp ．　 as 　reported 　in　thc　previous　paper．

　 Wc 　investlgated　herein　the　respective 　 botanical　origins 　of 　 these 　
L」Diding”s　 by　 comparative

anatomical 　studles　ar】d　found 　thaゼ
嚀Zhuyediding ”

was 　derived　from　Po！yga’α ノapon ’ca 　Houn ．．
，

」‘Zhididing，’from 　Osbeckia　c’hinensis　L ．　and 」」Diding”from　Corydalis　bu’igeana 　TuRcz ．

　Keywords − Djding； Zihuadiding； Zhldiding； Zhuyediding ； botanica】 origln ；

Poり，gala／4ρo 刀’ea ；Osbeckia 酌 加ens ／s ；C切 アdalis　bungeana；Kudiding
anatomy ；

　前報 ま で Viola属 お よ び Gentiana属 を 基源 とす る地 丁 に つ い て 述 べ て き た．中国大陸，台湾 の 市場 に は そ の 他

Polygala 属，　 Osbeckia 属 お よ び Corydalis属植 物 と思 わ れ る地 丁 が 出廻 っ て お り，そ れ ら を 入 手 し得 た の で 比 較組

織学的研究に よ りそ の 基源 を考察した．

　Polygala 属植物 と思 わ れ る 地丁 は r植物名実図 考』
3，

の 「瓜 子 金」 の 項に 記載 され て お り，「・一 雲南名紫花地丁 」

とあ る．『中葯志』
4）

で は 竹葉地丁 （安徽省滌県）， 紫花地丁 （雲南省）の 基源植物 と し て ヒ メ ハギ 科 Polygalaceae の

ヒ メ ・ ・ギ Po塘 σ1α 掴ρo π ’cα HOUTT ．を あげ，　 r雲南中草葯
5〕

』 で は地 丁，紫花地
．
J
一
，藍花地

一
∫と し て P．　sibirica 　L

を あげて い る．

　Osbeckia属地 丁 は 『台湾民間薬用植物誌』
6）
に 記載 され，ノ ボ タ ン 科 Melastomataceae の ヒ メ ノ ボ タ ン Osbeekia

chinensis　L．の 漢名 と し て 地丁 を あげて い る．ま た 『福建葯物志』
7）

で は 金錦香 の 別 名 に 竹葉地 丁 を あげ，そ の 基源

と して 同様 に 0 ．chinensis 　L．を記 し て い る．

　Corydalis属を基源とす る地丁 は 『植物名彙』
s）

に 紫花地丁 と し て ケ シ 科 PaPaveraceae の C．　bungeana 　TURcz ．が

記 され て い る．渡辺
9）

は ，華北 安 国 市 場 の 地 丁 が外 部 形態 に よ る 比 較 か ら，C 、　bunseana で あ る こ とを確認 し ，　 C．

bungeanaの 茎 お よび根 の 内部構造を記載 し て い る．しか し市場 品 の 内部構造 は 明 らか に し て お らず，組織学的な基

源の 考察は 行 っ て い な い．

　現在上記地丁 は 竹葉地丁 （Polygaia 属），只地 丁 （Osbeckia 属）， 地 丁，苦地丁 （Corydalis属） の 名 で 市場 に 出廻

っ て い る．こ れ ら地丁 に つ い て ，各種比較材料を もとに ，外部形態，内部構造 の 点か らそ の 基源を 明 らか に し た の で

報告す る．

（19 ）
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実　験　の　部

　L 　 Polyg α la 属を基源 とす る地丁 に つ い て

　1． 実験材料

　1） 市場品 ： 香港市場品 「竹葉地丁 」（Jul．，1966），「竹葉地 丁 草」 （Nov ．，1971； Sep．，1972； Nov ．，1976）

　2）　比較材料 ： a ）Polygala　iaρonica 　HOUTT ・　 ヒ メ ハギ

　富山 県射水郡 （Oct．，1973），富山県大岩 （Sep．，1973），石 川県国見山　（Jun．， 1966）， 石川県医王 山　（May ，

1973）， 福井県丹生 （May ，1973），滋賀県朽木村 （May ，1973）．

　b）　P ．senega 　L．　 var ．　latifolia　ToRR ．　et　GRAY ヒ ロ バセ ネ ガ

　京都府柏原 市 （May ，1982），兵 庫 県 山 南町 （Aug ．，1978），兵庫県姫路市 （Aug ．，1978）．

　c）　P．sibirica　L．

　北京医学院 （Sep．，1982）．

　d） P ．　tenUtfolia　WILLD ．イ トヒ メ ハギ

　北京医学院 （Sep．，1982）．

　2． 外部形態

　1） 市場品 （「竹葉地丁 」， 「竹葉地 丁草」）お よ び a ）PJ 叩 o ηlfo　HQUTT ．

　生 薬は 花期 あ る い は 果実期 の 全草 で，茎 お よ び 恨 は し ば しば破折 され ，葉の 多くは 脱落 して い る．根は ほ ぼ単
一，

ときに 細根 を分枝し， 径 2〜6mm
， や や 曲が りくね り，表面 は 淡か っ 色，基部 に は 茎 の 残基が残存す る，茎 は 10〜

30本が基部か ら分枝 し，直立 ま た は 斜 上 し，長 さ 10〜26cm ，径 0・5〜1．5mm
， 表面は 淡か っ 色〜茶か っ 色．葉 は

互 生，全縁 ， 長 円形 〜 広披針 形，先端 は 鋭尖，基部は 鋭形〜円形，幅 4〜10mm ，長 さ 10〜25　mm ，葉脈 は 下面 が

や や突 出 し，淡緑色〜淡か っ 色．葉柄 は ご く短か く腋 上 性，側 が く片 は 披 針 形 で や や 鈍頭 ，
5〜8mm ．花弁は 長 さ

5〜9mm ，下 側 の 1片 に は 先端に 房状 の 付属体をf・］．け る．萌果 は 扁平，両 縁に 翼 が あ り，心 円 形，凹 頭 に 終わ り，径

6〜9mm
， 膜質，無毛，内部に 2 個 の 種子 を 含む，種子 は 長球形，か っ 色，長径 2．5〜3　mm ，短径 2〜2．5mm ，1

’
1

毛 が あ り，上半 の 辺縁に仮種皮が付く．

　2）　そ の 他 の 比 較材料

　b）　P ．senega 　L 　var ．　tattfolia　TORR ．　et　GRAY ヒ 卩 ハ セ ネ ガ

　根は ほ ぼ 単
一一

t 径 1．5〜3．5mm ，淡か っ 色 茎 は 1〜数 本 が直立 また は斜上 し，長 さ 20〜25　cm ，径 1〜1，7mm ．

葉は 全縁， 広披針形〜披針形，先端は 鋭尖，基部 は 鋭形，幅 0．6〜2．2cm ，長さ 2〜5cm ，側 が く片 は 円形 ， 鈍頭，

長 さ 2．5〜3．5mm
， 萌果 は径 4〜5mm

， 無毛，種子 は 長球形 ， 黒か っ 色，短径 1．5−− 2　mm ，長径 3〜4　rnm
， 白毛

があ る．

　c）　P．sibirica　L．

　根 は ほ ぼ単
一一

， 径 2．5〜5mm ，か っ 色．茎は 数本，長 さ 25〜35　cm ，径 1．0〜2．　O　mm ．葉 は 披針形〜狭披針形 ，

先端 は 鋭尖，基部 は 鋭 形，幅 0．3〜O．8cm
， 長 さ L5 〜4　cm ．側 が く 片 は 披針形，や や鋭尖，長 さ 5〜6　mm ．萌果

は 径 5〜7mm ， 有毛，種子は 長球形 ， か っ 色 ， 短径 1．5iv2　mm
， 長径 3〜3．5mm

， 白毛 を密生す る．

　d） P ．卿 〃剃 ’α WILLD ．

　根 は ほ ぼ単
一

， 径 2〜6mm
，

か っ 色．茎 は 数本〜十数本，長 さ 20〜30　cm ，径 0．5〜1．5mm ．葉は 全縁 ， 針形，

先齢 よ び基部贓 尖，幅 0．1〜O．3cm
， 長 さ 1〜3cm ．側が く片は 跚 形〜擔 i．形 ， 鈍頭 ， 長 さ 5〜6．5   ．萌

果 は 径 4．5〜6mm ，無毛 種子は 長球形，か っ 色，短径 15 〜2mm
， 長 径 2〜2．5mm

， 白 毛を 密生す る．

　3． 内部構造

　1）　市場品 お よ び a ）P ．」
’
aponica　HoUTT ．（Fig．1）

　根 ： 最外層 は 3 〜7 層 の コ ル ク層 か らな り，正方形〜長方形 の コ ル ク 細胞 （15〜30x20〜70μm ）で 構成され る．

周皮 に 内接 す る師部 は師 管部 お よび 師部柔細胞か ら な り，周 皮側 の 数層 は や や 大型 で 長円形〜多角形 の 柔細胞 （12〜

30x12 〜60 μm ） か らな る．木部は 道管 （径 30〜60 μm ）， 仮道管 お よ び 木部繊維 （径 12〜16μm ，長 さ 120〜600

pm ） で 構成 され る，道管 は 孔紋道管お よび網紋道管か ら な る，木部は しば し ば偏 心 性 を 示 す．細胞内含有物と して

師部柔細胞中に 油滴が認 め られ る．

　茎 ： 横切 面 は 円形．表皮細胞は 正方形〜長円形 （15〜25x15〜40μ m ），外側 の 細胞膜壁 は 肥厚 し （厚さ 5〜9μm ），

弱 く木化 し，ク チ ク ラ （厚さ L5 〜2．5μm ）で 被わ れ る．皮層の 柔細胞 は 円形〜長円形 （14〜24x14 〜45μm ）．維

（20 ）
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               Fig. t. Diagrams  and  Detailed Drawings ofZhuyediding

A,  sketch  of  the goods; Bi, rnidrib  of  leaf; B2, lamina of  leaf; B3, edge  of  leaf; B4, upper  surface  of leaf;
Bs, lower surface;  Ci, C2, between stem  and  leaf; Di, D2, peduncle; Ei, E2, stem;  Fi, F2, root

(21)
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　　　　Fig．2，　 Diagrams 　of 　Polygala　spp ．

A1，　midrib 　of 　Ieaf；A2，　edge 　of 亘eaf ；B，　stem ；C，　root

管束 は 連続 した 環 状 を 呈 し，道 管部 と形 成 層 の 間 に は 木部繊維 が 発 達す る．師部に 外接して 1〜4層 の 繊維 （径 15
〜55μn1 ，長 さ 800〜1，800 μm ）か らな る維管束 し ょ うが 認 め られ る．中心 部 の 髄は 径 700〜1，200 μm ，多角形 の 柔

細胞 （15−−50x15 〜50 μm ） か らな る，皮層お よ び 髄 の 柔細胞中 に は 少量 の 油 滴 が 認 め られ る．

　花柄 ：横切面 は 円形，表皮細胞 は 正 方形〜長方形 （12〜20x12〜32 μm ）， 外側 の膜壁 は ク チ ク ラ で被わ れ る．皮層

の 柔細胞 は 多角形〜円形 （20〜40x20〜40μm ）．維管束は 通常不 連続な環状を塁 し ， 花柄の 基部付近 で は し ば し ば 師

部 に 外接 して 1〜2層 の 繊維 （径 15〜40 μ叫 長 さ 400〜800μm ）か ら な る維管束 し ょ うが認め られ る．中心 部 の

髄 は 径 150〜300 μm ，多角形 の 柔細胞 （12〜24 × 12〜24μn1 ）か ら な る．皮層 お よ び 髄 の 柔細胞中に は少量 の 油滴が

認め られ る，なお 花柄 の 構造 は 茎 の 上 部 の そ れ に 類似す る ，

　葉 ：横切面 に お い て
， 主脈部上 面は 平坦 ま た は やや隆起 し，下面 は や や大 ぎく突 出す る．上面表皮細胞は 円形〜長

円形 （20〜28x24 〜80 μm ）， 下面表皮細胞 は 正方形〜長円形 （12〜16x12 〜80μm ），そ れ ら の 外側 の 細 胞 膜壁 は 肥

厚 し （厚 さ 6〜9μm ），し ば し ば 弱 く木化す る．ま た外側 の膜 壁に は と こ ろ ど こ ろ に 波状突起が認め られ ，
ク チ ク ラ

（厚 さ 15 〜2 μm ） で 被 わ れ る．葉肉部の 厚さ 130〜200 μm ，葉縁部 は や や 湾曲す る．柵状組織は 1層，長円形 の 細

胞 （12〜20× 40〜75μm ）か ら な り， 海綿状組織 は 円形〜長円形〜不 定形 の 柔細 胞 （16〜24 × 16−−40　ptm）か らな る．

維管束は並 立 維管束 で あ D，道管部 と形成層 の 間 に 木部繊維が発達す る．ま た 主 脈部 の 維管束 で は ，師部に 外接 して

（22 ）
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木化 し な い 繊維 （径 12〜28μm ，長 さ 350〜600μn1 ）が認め られ る．表面視する と，上面表皮細胞 は波状多角形〜波

状長方形 （26〜50 × 38〜80μm ）， 下面表皮細胞は 波状多角形〜波状長方形 （55〜80x55〜100μm ）， 上 面 ， 下面 と も

に 針形で 直線状 ま た は 湾曲 し た 毛 （径 10〜20μ
m ，長 さ 100〜240 μm ）が 認 め られ る ．下 面 に は ranunculaceous

type の 気孔 が み られ，長 円 形 （短径 20〜28 μm ，長径 28〜36μm ） を 呈す る．細胞内含有物 と して 柵状組織お よ び

海綿状組織に は 葉緑体 ， 油滴，修酸 ヵ ル シ ウ ム の 集晶 （径 35〜50μm ）が 認 め られ る．

　2） そ の 他 の 比較材料

　以下主 と して P．japonicaと の 相違点に つ い て 述べ る ，

b） P ．sen ・ga　L．… ．1・t・f・li・　T・ RR ．・t　GRAY （Fig．・2） 根 の 最外層 は 2 〜4層の ・ 〃 層 か らな り・師部柔細

胞は 多角形〜長円形 （20〜40x25〜80μm ），道管は径 25〜45μm ．木部は 偏心 性 を 示 す が，根 の 基部 で は 中心 性 と

な る．また 維管束に は と きに 欠刻，即 ち木化 しない 放射組織が 認め られ る．

　茎 の 表皮細胞は 正方形〜長円形 （12〜25x15〜30 μm ）， 外側の 細胞膜壁 は や や 肥厚し ， 皮層 の 柔細胞 は 円形〜長円

形 （20〜35× 20〜45 μm ），維管束し ょ うは 1〜4層 の 繊維か ら な り，髄 は 径 700〜1
，
200 μ叫 多角形 の 柔細胞か ら

な る．

　葉の 主脈部上面 は 平坦 また は や や 凹 み，下面は や や大 き く突 出 す る．主脈部上 面 の 表皮細胞は 正方形〜長円形 （12

〜30× 12〜40μm ），下面 の 表皮細胞は 正方形〜長円形 （12〜30x12〜40　ptm）。柵状組織 は 1 層で ，長円形〜長方形

（14〜30x65 〜105μm ）の 細胞か ら な り，海綿状組織 は 円形
〜

長円形〜不定形 （10〜25x10 〜25 μm ） の 細胞か らな

る，葉肉部は厚さ 150〜300μm ，表面視す る と ， 上面表皮細胞 は 波状多角形 （50〜150x50 〜150μm ），下面表皮細胞

は波状多角形〜波状長方形 （50〜140x100〜150μm ），気孔 は 長円形 （25〜34× 40〜50μm ）， 毛 （径 12〜25μm ， 長

さ 90〜120μm ） は棒状ま た は や や 湾曲す る．葉肉部に は 修酸 カ ル シ ウ ム の 集晶が 認め られ な い ．

　c） P ．sibirica 　L ．（Fig．2） 根 の 最外層は 4〜8 層 の コ ル ク 層か らな る．師部柔細胞 は 多角形〜長円形 （20〜50×

20〜60μm ），道管 は 径 25〜45 μm ，木部は 中心 性 を 示す．

　茎 の 表皮細胞 は 正方形〜長円形 （18〜25 × 18〜30μm ） で ，放射方向 の 細 胞 膜 壁 は肥 厚 す る ．皮層 の 柔細胞 は 円形

〜長 円形 （18−−30x 　18〜40 μm ），維管束 し ょ うは 1 〜5層 の 繊維 か ら な り，髄 は 径 800〜1，300 μm ，多角 形 の 柔細 胞

（30〜100 × 30〜100μm ）か ら な る．

　葉 の 主脈部上 面 は 平坦，下面 は や や 突出す る．主脈部ヒ面 の 表皮細胞 は 1亅三方形 〜「
「j形 （25〜55 × 25〜55 μm ），下 面

の 表皮 細胞 は 正 方形〜長円形 （18〜30x25 − 60μm ）．葉肉 部 の厚 さは 200〜350μm ・葉縁部 は や や 湾曲す る・柵状

組織 は 1層で
， 長方形〜長円形 の 柔細 胞 （12

−− 25x50 −−120μm ）か らな り，海綿状組織 は 円形
〜不定形の 柔細胞 （12

〜40x12〜50μm ） か らな る．表面視す る と，上 面 表皮細胞 （70〜140 × 70〜140 μm ）， ［
｛
面表皮細胞 （50〜120x50

〜120μm ） は と もに 波状多角形 を 呈 す る．気孔 は 長円 形 （25〜35x40〜55μm ）・ 毛 の 大 ぎさは径 10〜15 μm
・ 長 さ

100〜180μm 。

　d） P ．　tenuifolia　WILLD ．（Fig．2） 根 の 最外層は 10〜20層の コ ル ク層 か らな る．師部柔細胞 は 多角形〜長円形 （35

〜70× 35〜70μm ）， 道管は径 25〜40 βm ，木部 は 中心 性 を 示 す．

　茎 の 表皮細胞 は 円形〜長円形 （12〜25x12 〜35 μm ）で ，外側 の 膜壁 は 肥厚 す る．皮層 の 柔細胞 の うち，表皮細胞

に 内接 す る 1 層は し ぽ し ば明瞭な柵状細胞 （8〜14× 25〜60 μm ）とな っ て 配列 し ， さ らに 内接する柔細胞は P．ノ岬 o π・

ica同様円形〜長円形 （12〜25　x 　12〜35μm ）を 呈す る．維管束し ょ うは 1〜4 層 の 繊維か ら な り， 髄は 径 600〜

1，200 μm ，円形 の 柔細胞 （20〜70 × 20〜70μm ） か らな る・

　葉 の 主 脈部上 面 は 平坦 また は や や 凹 み ， 下面 は や や大 きく突 出 す る．主脈部上面 の 表皮細胞は 円形〜多角形 （25〜

40x25 〜40μm ）， 下面表皮細胞 は 円形〜長円形 （20〜40x20 〜55μm ），葉肉部 の 厚 さは 240〜350μm ．柵状組織は

1〜2層 認め られ，長方形〜長円形 （12〜25× 40〜100μm ）の 柔細胞か らな り， 海綿状組織は 類円形 の 柔細胞 （20〜

50x20 〜50μm ）か らな る．表面視す る と，上 面表皮細胞 は 波状多角形〜や や 波状多角形 （60〜120× 60〜120μm ），

下面表皮細胞は 波状多角形〜波状長方形 （40〜80 × 40〜120μm ），気孔は 長 円形 （28〜35x36 〜45 μm ）で ，上 面 に も

認 め られ，毛 の 大 き さは 径 10〜15μm ，長 さ 100〜200μm ．

豆1．

1．

1）

2）

Osbeckia 属を基源 とす る地丁 に つ い て

実験材料

市場品 ： 台湾嘉義市場 品 「只 地丁」 （Nov ．
，

1971）

比 較材料 ： Osbeckia　chinensis 　L ヒ メ ノ ボ タ γ

宮崎県川南町 （Nov ．，1956）， 鹿児島県紫尾山 （Aug ．，1957），高知県巾村市 （Oct．，1939）
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　　　　　　　　Fjg．3．　 Diagrams　and 　Detai且ed 　Drawings 　of 　Zhididmg

A
，
sketch 　of 　goods （1，

1eaf；2，　stem ；3，　root ；4，　capsule ）；B1，　midrib 　of 　leaf；B2，　upper 　surface

of 】eaf ；B3 ，　lower　surfacc 　of　leaf；B4，　emergence 　of 　upper 　surface 　of 　leaf；C ，
　stem ；D ，

　root

　2． 外部形態

　市場品 （「只 地丁」） お よび O ．chinensis 　L

　生薬 は 果実期 の 全草を 5cm 以下 に切断 し た もの で あり， 葉は 茎 か ら脱離 し，大部分は 破折 され て い る．根 は や や

曲が りくね り， 径 O．5〜3mm ，か っ 色．茎 は 分枝 し，4 稜が あ り，剛毛 が生 え，径 0．8〜2．　Omm ．葉 は 対生 ， 葉柄

は な く ， 狭披針形 ， 全縁，先端は 鋭尖，基部 は 鈍頭， 幅 0．4〜1．Ocm
， 長 さ 1．5〜4　cm

， 葉脈は 3 （〜5 ）， 萌果は茎

の 先端 に 1〜数個付き， 果柄は ご く短い ．萌果は広楕円形 （3．5〜4，5x4 〜6　mm ），4室，各室 の 胎座 に 多数 の 種子が

付 く，種子は 卵形 （450〜500x550 〜650 μm ）， か っ 色 ， 表面 に は 乳頭状突起 が み られ る．

　3．　 内部構造
le）

　市場品 お よび 0 ．ehinensis 　L．（Fig．　3）
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　葉 ：主脈部上面 は凹 み，下面 は 大 ぎく突出す る．主脈部上面の 表皮細胞 は 多角形 （15〜20x15 〜20 μm ）， 下面 の 表

皮細胞は多角形 （10〜20xIO〜20μm ），下面表皮 に 内接す る 2 〜 3 層の 細胞 は厚角化す る．主脈部 の 維管束は 馬蹄形

を 呈す る．葉肉部は 厚さ 100〜ISO　”m ，上 面表皮細胞 は 多角形 （15〜20 × 15〜20 μm ），下面表皮細胞は 多角形〜長

円形 （15〜20x15 〜35 μm ）．柵状組織 は 翼層，各細胞は 長方形〜長円形 （20〜28x20 〜45 μm ）， 海綿状組織は 3 〜 5

層 ， 各細胞 は 長円形〜不定形 （10〜15xlO〜35 μm ）．毛 状 体 は，上 面 で は表皮細胞 と柵状細胞 の 間 に 1 〜3列 の 結晶

細胞列があ り，そ の
一

端 に あ る 数1固の 厚膜細胞群か ら上方に 突出 し形成 され た も の で ，長 さ 50〜150μm ，径 10〜40

μm ，下面 の 毛状体は 主 と し て 表皮 と海綿状組織 の 間 に あ る厚膜細胞群が 突 出 し た もの で，と きに 上 面同様結晶細胞列

の 一端 か ら形成され る．ま た上面表皮 と柵状組織 ， 下面表皮 と海綿状組織 の 間に 1 〜数個 の 厚膜細胞群 が 認め られ る．

表面視す る と，上面表皮細胞 は 多角形 （20〜40 × 20〜40μm ）， 下面表皮細胞 は 波状多角形 （15〜30 × 15〜30μm ），

気孔 は ranunculaceous 　type で，下面に の み 認 め ら れ，円形〜長 円形 （12〜18xl4〜20μm ）．細胞内含有物とし て

葉肉部に 修酸 カ ル シ ウ ム の 集晶，毛状体 の 周囲の 表皮細胞に し ば しば油状物質が 認め られ る．

　 1．

　1）

　2）

1983）

　b）

III．　 Corvdalis属 を基源 とする地丁 につ い て

　　実験材料

　　市場品 ： 北京市場品 「地 丁」 （Dec ，
，
1977； Jun，，1980； Mar ．，1981）

　　比較材料 ： a） C ．bungeana　TURcZ ，イ ヌ キ ケ マ ン 　北京医 学院 （Sep ．，1982）， 沈陽 薬学院 薬用植物園 （Mar ．，

　　　C．ineisa（THUNB ．）PERs ．ム ラ サ キ ケ マ ン 　長野県上 田市 （May ，1978），富山県宇奈月 （May ，1971； May ，

1972）， 富山県大岩山 （May ，1979），富pLl市 （Apr ．，1972； Apr ．
，

1973）， 鳥取県西 伯郡大 山町 （Aug ．，1976）

　c）　C ．paUida （THUNB ．）PERs．　var ．　tencris　YATABE ミヤ マ キ ヶ マ ン 　富山県宇奈 月 （Apr ．，1972），富山県“．lli

（May ，
1979），富山県楡原 （May ，1979），石 川 県 金 沢 市 （May ，1977），大阪 府豊中 lti （Aug ．，1980）

　d）　C ．ophiocarpa 　HOOK 　et　THoMAs ヤ マ キ ケ v ソ　群馬県 1−1’楽郡南牧村 （May ，1965），　 I　I　I梨県南都留郡船津村

（Sep．，1958）， 長 野 県小縣 郡 長村角 間 （Jul．，1960）

　e）　C．　racemosa （THuNB ．）PERs ホ ザ キ キ ケ マ ソ 　台 湾松嶺 （Jul．，1938）

　2． 外部形 態

　1） 市場品 （「地丁 」）
12 〕

　生薬は 果実期 の 全草で あるが，2cm 以下 に 切断 され て お り，全形 は 不 明 で ある．生薬は大部分茎 ， 莇果お よび 種

子 か らな り ， 葉お よ び根 は ご く少量 見 出 され る．根 は か っ 色 ，径 1〜2mm ．茎 は 淡 か っ 色〜か っ 色，径 0．5〜2　mm ，

葉 は 破折 され ，全 形は ほ とん ど不明 で あ る ．葉 の 終裂片に は 少数 の 羽状欠 刻 が み られ る．萌果 は 内部 に 数個 の 種子 を

含む が ， 大部分 は す で に 開裂 し，破折 され て お り，長楕円形，淡 か っ 色，幅 3〜6mm ，長 さ 6〜14　mm ，種子 は や

や扁平 な球形 で 光沢が あ り ， 黒色 ， 径 1．7〜2．3mm ，厚 さ 1．2〜1．4mm ．

　2）　比較材料

　a）　（〕orydalis 　bungeana　TuRcz ．； 草高 8〜15cm ，根は ほ ぼ単
一，表面は か っ 色，径 0．8〜1，6mm ，茎 は 叢生 し ，

長 さ 8〜20cm ，通常分枝 し ， 径 0．6〜1．4mm ，淡か っ 色．葉 は 全 形 が 三 角形〜卵形 ， 長 さ 8〜20　mm ， 幅 5〜10

mm
， 3〜5 回 羽状 に 全裂 し ，各裂片は さ らに 羽状 に 深裂 し ，先端に は 欠刻が み られ る．朔果は葉柄の 基部に 付ぎ，

長楕円形，長 さ 8〜15mm ，幅 3〜5mm ，内部に 3 〜6個 の 種子 を 含む．種子 は や や 扁平な球形 で 光沢が あ り，黒

色，径 1．8〜2，4mm ，厚 さ L2〜1．4mm ．市場品 とこ の もの は 測定値の 幅 に 若干 の 差が み られ るが，全体的 に ほ ぼ

一致す る．

　b） C ，incisa（THuNB ．）PERs．； 草高 i5〜50　cm
， 根 は基部か ら細根を 分枝 し，か っ 色 ， 径 0．3〜0．7mm ．茎 は長

さ 10〜45cm ，径 0．5〜3mm ．葉は 2 〜3 回 羽状に 複生す る．萌果 は 長楕円形，長さ 12〜17mm ， 幅
’
2〜3．5mm ．

種子はや や扁平 な球形 ， 黒色 ， 光沢があ り，径 L3 〜1．6mm ，厚さ 0．7〜1，0mm ．

c） C ．patlida　（THUNB ．）PERs ・var ．　tenuis　YATABE ； 草高 20〜50　cm ，主根は か っ 色 ， 径 L5〜2．　5　mm ．茎は

長さ 15〜45cm
， 径 1．0〜3．5mm ．葉は 2回 羽状に複生，萌果は 線形，数珠状に くびれ，長 さ 1．5〜3cm ．種子 は や

や扁平な球形， 黒色 ， 表面に 微突起があ り，径 1．5〜L8mm
， 厚 さ 0，8〜1．Omm ．

　d） C ．ophioearpa 　HooK 　et　THoMAs ； 草高 30〜60　cm ，根は か っ 色，径 0．7〜1．3mm
， 茎 は 径 1．5〜3．　O　mm ，

葉は卵形 ， 羽状複生，小葉 は さらに 全裂 ま た は 深裂す る．萌果は著し く屈曲 し，長 さ 2．5〜4cm ．

　e）　C ．racemosa （THUNB ．）PERs．； 草高 20〜50　cm ， 根 は か っ 色 ， 径 0，6〜1．5mm ，茎 は 径 1．5〜2．5mm ，葉 は

卵形 ，
2 回複生 し，小葉は広卵形 ， 深裂す る．萌果 は線形，長 さ　2．5〜4cm 。
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　 3． 内部構造

　 1）　市場 品 お よ び a ） C ．　bungeana　TURCZ ．（Fig，4）

　根 ； 横切面は 円 形 ま た は や や 扁平 な 円 形。最外層 は 1〜 6 層の 皮 層か らな り，ときに 皮層が剥離し ， 内皮が最外層

とな る．根 の 基部で は皮層が 5 〜15層存在 し，そ の 外側に は しば しば 1〜5 層 の コ ノレ ク 層が 形 成 され る．内皮は 比較

的明瞭 で コ ル ク 化，木化す る．師部柔細胞 は 円 形〜多角形 一長rl形 （20〜50 × 20〜80 μm ），師部柔細胞 と師管部の 間

に は と きに 弱く木化する 繊維状厚膜細胞が 1 〜2層認め られ る．木部は 通常鼓状を呈 し，道管，仮道管，木部柔細胞

で 構成 され る．道管 は階紋 お よ び孔紋道管か らな り，径 20〜30 μm ，細胞内含有物 と して 師管 お よ び 道管 に は し ば し

ば 樹脂様 物質 が認 め られ る．

　茎 ：横切面 は ほ ぼ 五角形 を 呈 し ， 各 ］頁点 に 稜を有す る．表皮細胞 は 正方形〜長円形 （20〜40x20〜50 μm ）， 稜 の 頂

点付近 の 細胞 は しば しば大型化 （30〜65 × 30〜65 μm ）す る ，皮層 の 柔細胞は 円形〜多角形 （15〜30xI5 〜30μm ），

稜の 表皮 に 内接す る 1〜2層 の 細胞 は通常厚膜化す る．皮層 の 内側 に は 各稜 に 相対し て 維管束 が 工個ずつ 存在す る．

維管束 は 外師両立維管束で あ る が，一
般 に 内側 の 師 部 は 小型 で あ り，と きに 不 明瞭 な もの も認め ら れ る．また 外側 の

師部 に 外接 し て繊維群が 存在す る．各維管束間 は 1〜2 層 の 繊維状厚膜細胞 （径 30〜80 μm ）が連絡 し ， 弱 く木化す

る．茎 の 基部〜中央部 に は髄腔 （径 400〜1800μm ）が 形成 され る，

　葉 ：主 脈部上 面 は 平 坦 な い しは 凹 み ，下 面は 突出す る．葉肉部 は 厚 さ 200〜350μm ，上面表皮細胞 （25〜50x25〜

80 μm ），下面表皮細胞 （25〜40 × 25〜50μm ）と も正 方形〜長円形 を 呈 し ， 外側 の 膜壁に は 微細 な 波状突起 が認め ら

れ ，
ク チ ク ラ （厚さ 0．7〜1．5μ m ）で 被われ る．柵状組織 は 不 明瞭 な い し は 2 層 認 め られ ， 長 方形〜正 方形 の 細胞

（25〜40x25 〜60μm ）か ら な る．海綿状組織 は 4 〜7層，円形〜不定形 の 細胞 （20〜30x20〜60μm ）か らな る．維

管束 は 並 立 維管束 で 円形 を 呈 す る．葉肉 部 に は 少量 の 葉緑体 ， 修酸 カ ル シ ウ ム の 集晶が認め られ る．表面視す る と，
上面表皮細胞 （40〜120x65〜140μm ）， 下面表皮細胞 （30〜90　x　40〜100μm ）と も波状多角形〜波状長方形を呈 し

，

下面に は 円形〜長 円 形 の 気孔 （25〜48× 25〜50 μm ） が 認め られ る．

　2）　そ の 他 の 比 較材料

　b） C ．　ineisa（THUNB ．）PERS ．（Fig，4）； 根 の 横切面 は 円 形 ， 最外層 は 4 〜8 層 の 皮層 か らな り，皮層 の 細胞は 多

角形〜長円形 （40〜75x40 〜90μm ）．内皮 は 明瞭，と こ ろ ど こ ろ 2個 に 分割 さ れ た 嬢細 胞 か ら な る が，根 の 基 部 付近

で は 嬢細胞 の 膜壁 は 木化す る．師部柔細胞は多角形 （20〜5S × 20〜55μm ）．木部は II亅形 な い しは や や 明瞭 な鼓状を示

す．道管 は 径 35〜70μm 、茎 の 横切面 は五 角形，各頂点の 稜 は しば しば大 きく突出す る．表皮細胞 は 円形〜多角形

（20〜60x20〜60μm ），稜 の 先端 て は と きに や や 大 型化 す る．表 皮 に 内接す る 2 〜4 層の 柔細胞は 長円形〜多角形

（15〜30x15〜50 μm ），さらに 内接す る 4 〜7層 の 細胞 は や や 大型で 円形〜多角形 （30〜150x30 〜150μm ）を 呈 し，
や や厚膜木化す る，ま た 稜 の 部分の 細胞 は 通常厚膜化す る．維管束 は 5 〜8 個 存 在 し， 稜 に 相対す る 5 個は 大 型 で あ

り，また 外側 の 師部 に外接 し て 繊維状厚膜細胞 （12〜40x12〜40μm ）が認め られ る．髄腟 は径 500〜2，500μm ．葉

の 主脈部上 面 は平坦 な い しは やや隆起 し，下面は 突出する．葉肉部は厚さ 140〜200 μm ．柵状組織 は 不明瞭 な い しは

2 層認め られ ， 長方形〜正 方形 の 細胞 （25 〜 40x25 〜60 μm ） か ら な る．海綿状組織は 3 〜6 層 ， 円形〜不定形の 細

胞 （6〜20xl2 〜55 μm ） か ら な る．表面視す る と ， 上 面表皮細胞は 波状多角形 （35〜100 × 35〜100 μm ）， 下 面表皮

細胞 は 波状多角形〜波状長方形 （30〜90x30 〜110 μm ）を呈す る．気孔は 円形〜長円形 （18〜26x20 〜30 μm ）．

　c） C ．Pallida（THuNB ．）PERs ．　var ．　tenuis　YATABE （Fig．5）； 根 の 繊切面 は や や扁平な円形を呈す る．最外層 は

2〜 5層 の 皮層 か らな り， 皮層 の 細胞は 多角形〜不整形 （60〜120 × 60〜120 μm ）．内皮 は 比較的明瞭，と こ ろ ど こ ろ

2 個 に 分割 され た嬢細胞 か らな る が，根 の 基部〜中央部 で は 嬢細胞 の 膜壁は 木化す る．師部柔細 胞 は 多角形〜長円形

（20〜 60 × 40〜110μm ）．木部は顕著な鼓状を示す．道管は 径 40〜100μm ．茎 の 横切面 は類円形 で，やや不明瞭な稜

が 数個認め られ る．表皮細胞は 正 方形〜多角形 （25〜50x25〜50 μm ）．表皮 に 内接す る 4 〜10層 の 柔 細 胞 は 多角形 〜

円形 （25〜50x25 〜50 μm ），さ らに内接す る 2〜4 層 の 細胞 は やや 大型 （50〜110× 50〜150　ym ） で，とぎに やや厚

膜木化す る．維管束は 5 〜10数個あ り，外側 の 師部 に 外接 して 繊維群が 認め られ ，また 内側 の 師部 の 周囲に 繊維が点

在す る．葉の 主脈部上 面 は 平坦 ま た は や や 凹 み ， 下 面は 突 出 す る．葉肉部は 厚 さ 100〜220μm ．柵状組織 は 不 明瞭な

い しは 1層認 め られ ， 長方形〜
長円形 の 細胞 （15〜35x25 〜45

μm ）か らな る．海綿状組織は 3〜7層 ， 円形〜不定

形 の 細胞 （10〜20x12〜50 μm ）か らな る．表面視す る と ， 上 面表皮細胞 （30〜90x50〜150μm ），下面表皮細胞 （25
−・−SO　×　60〜140μm ） と も波状多角形〜波状長方形 を 呈す る．気孔 は 円形〜長円形 （20〜30　x　25〜40 μm ）．

　d）　C．【ophiocarpa 　HOOK ．　 ct　THOMAS （Fig．5）； 根 の 横切面 は 円形 ， 最外層 は 2 〜5 層 の 皮層か ら な り，皮層 の

細胞 は 多角形〜不 整形 （40〜80 × 40〜80μm ）．内皮 は と こ ろ ど こ ろ 2 個 に 分割 され た 嬢細胞 か らな る．師部柔細胞 は

（26 ）
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　 Fig．4．　 Diagrams　and 　Detailed　Drawings　of　Diding　and 　Cory面 ”∫ spp ．

A ，sketch 　Qf 　Diding（1，stem ；2，　root ；3，　capsule ；4，　leaf）；B1，　midrib 　of　leaf；
B3，　upper 　surface 　of 　Iea『；B3，

　Iower　surfacc 　of 　leaf；C ，
　C1，　C2，　stem ；D ，　root
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多角形〜長円形 （15〜40x20 〜75 μm ），木部 は 鼓状〜円形を示 す．道管 の 径 は 40〜65μm ，

肅

　茎 の 横切面は 類円形〜多角形 ， 稜は 不明瞭な い しは 工〜4個明瞭 に み られ る．表皮細胞 は類円形〜多角形 （25〜55
× 25〜55 μm ），表皮 に 内接す る 3 〜5 層 の 薄膜性柔細胞は 長円形〜多角形 （15〜25x20 〜30 仰 ），さ ら に 内接す る

3 〜7 層 の 細 胞は や や 大型 で 円形〜
多角形 （35〜130 × 35〜130μm ）を呈 し，通常厚膜木化 す る．維管束は 5 〜10個

存在し，外側 の 師部に 外接して繊維状厚膜細胞 （径 15〜50μm ）が認 め られ る．細胞内含有物と し て表皮に 内接する

3〜5層 の 柔細胞 に は樹脂様物質が 認め られ る ．

　葉の 主脈部上 面 は ほ ぼ 平坦，下面 は や や 突出す る．葉肉部は厚さ 100〜200 μ凪 柵状組織 は 不 明瞭 な い し は 1層認

め られ ， 長方形〜正 方形 の 細胞 （15〜30x25 〜45 μm ） か ら な る ，海綿状組織 は 3 〜7 層，円形〜不 定形の 細胞 （6〜

20x10 〜45 μm ） か らな る．表 面 視す る と，上 面表皮細胞 （35〜95× 35〜105μm ）， 下面表皮細胞 （30〜65 × 35〜80

μm ） と もや や 波状多角形〜波状長方形を呈す る．気孔 は 円形〜長円形 （20〜34x25〜38 μm ）．

　e） C ・raeemosa （THUNB ．）PERs ．（Fig．5）； 恨 の 横切面は 類円形，最外層 は 5 〜9 層 の 皮層 か ら な り ， 皮層の 細

胞は 長 円形〜不 整形 （35〜120x35 〜250μm ）．内皮 は 明瞭．師部柔細胞は 長円形〜多角形 （15〜40 × 30〜65μm ），内

皮に 外接 お よ び 内接す る 1〜4 層 の 細胞層に は 石細胞 （15〜90x15 〜90 μm ）が点在す る．木部 は 鼓状〜円形，道管

は 径 35〜75 μm ．細胞内含有物とし て 師部柔細胞中に 修酸 カ ル シ ウ ム の 集晶が認 め られ る，

　茎 の 横切而は 類 円形 ， 稜は 不 明瞭，表皮細胞 は 多角形〜円形 （20〜45x20 〜45μm ）．表皮に 内接す る 3 〜5層 の 細

胞は 多角形 〜長 円形 （15〜25x20 〜50 μm ），さ ら に 内接す る 5 〜8 層 の 細胞 は や や 大型 で 円形 〜多 角 形 （30〜70x30

〜70μm ）を 呈 し，通常厚膜木化す る，維管束は 5 〜10個存在し，外側の 師部に外接し て繊維状厚膜細胞 （径 15〜25

（28 ）
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TABLE　L　Characteristics　of 　Zhuyediding　and 　Potygala　spp ，

Elements
Zhuyediding
P．ノaponica

P．5enega 　vaL

　 tatifolia P．sibirica

一
邸

口
」

〇一
図

国

Diameter　of 　roots （mm ）

Length　ofstems （cm ）

leaf

2−610
−26

P 、tenUtfolia

1．5−3，520
−25

2．5−525
−35

　　　　　　　shape
lateral　sepal

　　　　　　　lentgh（mm ）

diameter　of 　capsule （mm ）

2−620
−30

・h・p・ 　 　 　 b，。a9憮 ぎ。 1。、，
　b，。 ad ．lance。 ，。、e

siTe （width × length，　mm ）　　 4−10× 10−25　　　 6−22　x 　20−50

　　　　　　　　　　　　　　1anceolate　　　　　　orbicular

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 somewhat 　obtuse 　　 rotundate

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5−8　　　　　　　　　 2．5−3．5

1ance°1”te−
。a繍 黠61。、e 　 linea・

　　　　　　　　 3−8 × 15−40　　　　　　1−3× 10−30

　　　　　　　　 ］anceolate 　　　oblong4anceolate

　　　　　　　somewhat 　acute 　　　rotundate

　　　　　　　　　　5−6　　　　　　　　　　5−6．5

Isize 　of 　seed （width 　×　length
，
　mm ）

1

　 　 6−92
−2．5x2 ．5−3

訓 。 。 mb 。， 。f 。。，k　1。yer

§：va 、cul 。 r．bundle　 I

midrib

　 3−7eccentric

upper 　surface

　 　 　 　 　 　 　 　 　lowe「 surface
罵
ロ　　 　　 　　

’

葺1。 飜
c「 °flaye「 °fpalisade

　 　 雲 ，　　　　　　　　　 一　 一

　 4−51

，5−2 × 3−4

　 　 5−71

．5−2x3 −3．5

　 4．5−6

1．5−2 × 2−2．5

　 　 　2−4
eccentric −centrtc

4−8centric 10−20centrie

月at − somewhat 　 flat− somewhat

　 　pro丿  t　　　　　　　　concave

　　project　　　　　　　　project

flat

somewhat 　project

flat＿semewhat
　 　 concave

somewhat 　proj  t

1 1 1 1−2

　　　　　upper 　surface

stomata 　 size （width ×

　　　　　　　 1ength
， μm ）

devoid

20−28 × 28−36

devoid

25−34× 40−50

devoid

25−35 × 40−55

present

28−35 × 36−45

clustered 　crysta ］s 十 十 十

μm ）が 認め られ る，細胞内含有物 と して 表皮 Ot内接す る 3〜5 層 の 柔細胞中に は 樹脂様物質が 認め られ る．

　葉の 主 脈部上 面 は 平坦 な い し は や や 凹 み，下面は 突出す る．葉肉部は 厚 さ 130〜220μm ，柵状組織は 不明瞭ない し

は 1層認め られ ，長方形〜長円形 の 細胞 （15〜30× 20〜50μm ）か らなる ．海綿状組織 は 4 〜7 層，円形〜不 定 形 の 細

胞 （10〜25x25〜45μm ）か らな る，表面視する と，上面表皮細胞 （35〜工20 × 35〜140μm ）， 下面表皮細胞 （45〜工20

x45 〜140μm ＞と も波状多角形〜波状長方形を 呈す る．気孔 は 長 円形〜円形 （24〜34x28 〜40μm ）．

結論および考察

　1． 各種 Polygala属植物 は 外部形 態，内部構造 と も種 々 の 相 違 点が認め られ，そ れ らを ま とめ る と TABLE 　I の

ご と くに な る．そ の 結果，di場 に 出廻 っ て い る Polygata 属地丁 は外部形態 ， 内部構造 と も P ．joponica　HOUTT ．に

合致 し，そ の 基源 を確 証 した．

　2， Polygata属を基源とす る生薬に
，
　 P ．senega 　L また は P ．　senega 　L ．　var ．　lattfolia　ToRR ．　 ct 　GRAY の 根 を

乾燥し た セ ネ ガ，P ．　tenUi；folia　WILLD ．の 根を乾燥した 遠志が あ り，れ れ ら の 内部構造 お よび 特徴 に つ い て は す でに

報告 され て い る
13・14 ・15）．今 回 の 実験 で は さ ら に 葉の 主脈部の 形状， 柵状組織 の 層数，気孔 の 分布と大 ぎさ，結晶 の 有

無な どに それぞれ違 い が 認め られ た．

　3． Osbeckia 属 を基源 とす る 地 丁 は 外部形態，内部構造 と も O ．　chinensis 　L に 合致し，そ の 基源 を 確証 し た．中

国，台湾に 分布す る Osbeckia属植物に は 他に 0 ．　crinita 　BENTH ．　ex　C ．　B ．　CLA 　RKE が あ る が ，
こ の もの は 高 さ

2m に 達す る 灌木で ，葉の 大 きさは 長 さ 5〜9cm ，幅 2〜4　cm で あ り，0 ．　chinensis とは 大 ぎく異な る．

　4， 今回 比較に 用 い た 各種 Corydalis属櫃物は 外部形 態 ， 内部構造 と も特 徴 が 見 出 され，そ れ ら を TABLE 　II に

示 した ，Corydalis　maを基源 とす る 市場品に は 葉が 少量 し か 見 出 されず，ま た その 全形 も不明 で あ っ た が ， 外部形態，

内部搆造 と も C ．　bungeana 　TURcz ．に 合致 した．　 Corydalis属植物は 同一種 に お い て も採集時期，個体に よ り大 きな

変異が み られ ， ま た 組織学的 に も各部位に 大きな変化が見出された．今回比較 に 用 い た 口本産の Corydalis属は い ず

れも中国北部に も自生するが，日本産 お よ び 中国産 Cor−vdalis 属植物 の 内部構造 の 地理的差異に つ い て は 今後検討す

（29 ）
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　Abbreyiations： co，　 collenchyma ； cr，　 crystal ； cx ，　 cortex ； eg ，　 emergence ； ep
，
　epidermis ； ep］

，
　 lower　epidcr ・

mis ； epu
， 叩 per　epidermis ； h，　hair； k且，　Qork 　layer； m ，　pith； pa ，

　palisade　tissue； ph ，
　phlocm ； sp

，
　 spongy 　tis−

sue ； sto ，　stoma ； v，　 vessel ； yb，　vascurar 　bundle； bS，　vascUlar 　bundle　sheath ； xy ，　xylem
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